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１．はじめに 

シールド工事ではセグメント製

造～組立に関する情報を紙媒体の

書類で管理しているため，書類の

量が膨大となり，セグメントのト

レーサビリティ管理は煩雑である．

そこで，トレーサビリティ管理の

省力化・省人化を目的に，セグメ

ントに個体番号を付与し，脱型・

出来形計測・仮置き・出荷・搬入・

組立の各段階で個体番号を認識す

ることにより，各工程の実施日時や実施者を記録してトレーサビリティを確保・記録するシステムの開発を行

った（図-1）．本論では，システム開発及びセグメント工場での運用状況を報告する． 

 
２．個体番号認識手法について 

 本システムでは，RC セグメント及び合成セグメントのコンクリート打設後，各セグメントに個体番号を付

与している．個体番号の表示には一次元バーコードを採用し，ハンディプリンタでセグメントに直接印字する

形式とした（図-2・図-3）．印字したバーコードを各工程毎にバーコードリーダで読み取ることにより，各々

の実施日時や実施者を記録する（図-4）．記録したデータをシステムサーバに送信し，サーバ内で集約するこ

とにより，セグメントの製造～組立までの個体情報を常時確認可能とした． 

 

３．トレーサビリティシステムについて 

 本システムでは，打設後に印字したバーコードを脱型・出来形計測・仮置き・出荷・搬入・組立の各工程で

読み取ることにより，脱型日時，出来形計測結果，仮置き場所，出荷日時，運送会社・運転手名，運搬車番，

出荷検査記録，搬入日時，受入検査記録，組立日時，組立位置を個体番号に紐付けて記録している（図-5）．
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図-1 システム概要 

図-2 バーコード印字状況 図-4 バーコード読取状況 図-3 印字したバーコード 
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バーコード印字前のコンクリート製造・打設に関

する情報については，システムサーバ上に直接デ

ータを登録することで個体情報への追加が可能

である． 

 また，出荷検査・受入検査時には実施者等の必

要事項と検査結果をバーコードリーダで入力す

ることにより，システムサーバ上で出荷検査表・

受入検査表の自動出力を可能としている． 
 
４．システム運用状況 

（１）運用工事 

 以下に示す工事における本システムの運用状

況を報告する（図-6）． 

 工事件名：東京外かく環状道路 本線トンネル（北行）大泉南工事 

  工事場所：東京都武蔵野市吉祥寺南町～東京都練馬区大泉町 

  契約工期：平成 26年 4月 4日～平成 31 年 10月 4日 

  発注者名：中日本高速道路株式会社 東京支社 

  工事内容：シールド掘進 6,974m・セグメント製作 4,412Ｒ 

2016年 4月現在，シールド掘進を開始していないため，現状ではセグメ

ント製作工場内での製造～仮置きについての管理としている．今後，出

荷～組立においても本システムを使用して管理を行う予定である． 

（２）運用成果 

本システムをセグメント工場で運用したことによる成果を以下に示す． 

・バーコードを読み取ることにより各セグメントの詳細情報がリアルタイムにシステムサーバへ反映され， 

インターネット上で共有できるため，工場での製作状況を作業所職員が常時確認可能となり，進捗・出来 

高確認に活用している． 

・セグメントの仮置き情報を登録することで，従来工場で定期的に行っていた棚卸作業が不要となり，工場 

での在庫管理が省力化された． 
 
５．まとめと今後の展開 

セグメント工場への本システムの導入により，工場内での運用における効果が確認できた．出荷～組立にお

いても本システムを使用することにより，各種検査表の自動出力が可能となり，工場・作業所でのセグメント

管理・書類作成業務の効率化を図ることが出来る．

また，現在手作業で行っているセグメントの出来形

計測を自動化することにより，計測結果がバーコー

ドにより紐付けられ，計測結果表の自動出力も可能

となる（図-7）． 

また，近年 CIM 推進の動きが広まり，トレーサビ

リティデータを属性情報として CIM モデルに紐付け

ることが求められてきた．本システムで蓄積したト

レーサビリティデータや各種検査記録は，CIMモデル

の属性情報としても活用予定である． 

図-5 データ登録イメージ 

図-7 システム導入効果 

図-6 工場での運用状況 
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